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国保・後期高齢者医療以外の保険加入
者も、自己負担金が免除になる場合
があります。詳しくは、 
市ホームページを確認し
てください。

国保がん検診無料化
問 国保・年金課（保健事業担当）
☎948－6375・ FAX  934－2631

愛する家族への贈りもの

　全国で毎年およそ100万人が、がんにかかっています。このうち、
約３分の１が20～ 60代の仕事や子育てに忙しい働く世代です。
特に、女性は若くてもがんにかかる人が多く、子宮頸

けい
がんは30代

後半、乳がんは40代後半がかかりやすくなっています。

種類 対象者 内容 国民健康保険（国保）／
後期高齢者医療加入者

国保・後期高齢者医療
以外の保険加入者

地域の会場 医療機関

年度
に１回

大腸がん
40歳
以上

便潜血反応検査（２日法）

保険証の提示で

500円 600円

肺がん・結核
胸部Ｘ線検査（デジタル撮影） 800円 900円
【該当者のみ追加】
喀
かく

痰
たん

細胞診（50歳以上） ＋ 700円

胃がん 50歳
以上

胃部Ｘ線検査（バリウム） 1,000円
前立腺がん ＰＳＡ検査（血液検査） 700円

２年度
に１回

胃がん 50歳
以上 内視鏡検査 3,500円

乳がん 40歳
以上 マンモグラフィ検査 1,200円 2,000円

子宮頸がん 20歳
以上 頸部検査（視診・細胞診・内診） 800円 1,300円

２人に１人はがんになる時代です
　男女ともに２人に１人が、がんと診断され、男性で４人に１人、
女性は６人に１人が、がんで死亡するといわれています。
　本市の死亡原因の１位は「がん」です。また、がんの中で、最
も死亡者数が多いのは「肺がん」です。

出典＝（公財）がん研究振興財団「がんの統計2023」
　　　松山市「保健衛生年報 令和４年版」

がんは早期なら約9割が治ります
　まだまだ「がんは不治の病」というイメージが根強いですが、
早期に発見できれば、治る可能性が高くなります。また、がん治
療の負担が、身体的、経済的、心理的にも軽くなります。

受付期間＝検診日の3 カ月前～ 3 週間前（先着順）

☎ 0120ｰ489ｰ355
受付時間＝ 9～ 17時
（土・日曜・祝日、年末年始を除く）

健診予約ダイヤル

指定医療機関へ電話
で予約してください。

指定医療機関一覧

医療機関で受診

がん検診の予約方法がん検診の予約方法

松山市のがん死亡者数　男女計

１位
肺がん

３位
大腸がん

２位
胃がん

WEB 電 話または

地域の会場で受診

☎ 911ー1819
健康づくり推進課

・胃がん（内視鏡）検診＝令和６年２月 29 日㈭まで
・その他のがん検診＝令和６年３月 20 日（水・祝）まで

国保
加入者
限定

がん検診
無料は今年度限り

受診期限

胃がん（内視鏡検査）・乳がん・子宮頸がん検診
を受ける場合、事前に受診票の請求が必要です。

申し込みフォーム 電 話または

大切な人を悲しませないために

ちょっと足をとめて、

家族や友人と

健康を見つけにいきませんか。

問 健康づくり推進課　健診担当☎911－1819・ FAX925－0230

若くてもがんになります
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男女ともに
肺がん、大腸がんは
40代、胃がんは50代
からかかりやすい

乳がんに
かかり
やすい

子宮頸がん
にかかり
やすい

（人口10万対）

（年齢） ■男
■女

早期発見のため、定期的にがん検診を受けることが重要です。早期発見のため、定期的にがん検診を受けることが重要です。

無料


